
                                                                                          

 

参考資料 

 
 

「遺伝子組換え微生物を利用した食品の安全性評価基準案に関する 

意見交換会」の概要 

 

１ 目的 

遺伝子組換え食品等の安全性審査については、平成１３年４月から法的な義務付けがなさ

れ、平成１５年７月から厚生労働省の求めに応じて、遺伝子組換え食品及び添加物の安全性

評価が食品安全委員会において行われることとなり、これを受けて食品安全委員会では、安全

性評価のために必要とされる原則等として「遺伝子組換え食品(種子植物）の安全性評価基

準」「遺伝子組換え植物の掛け合わせについての安全性評価の考え方」「遺伝子組換え微生

物を利用して製造された添加物の安全性評価基準 」を決定してきたところである。 

さらに、遺伝子組換え食品等専門調査会において、遺伝子組換え微生物を利用した食品の

安全性評価基準の策定に向けて草案が作成され、同専門調査会による審議を経て、第２３５回

食品安全委員会（平成２０年４月２４日開催）に「遺伝子組換え食品（微生物）の安全性評価基

準案」が提出され、意見・情報の募集の手続きに入ることが了承された。 

これらを受け、微生物を利用した食品についての基礎的知識や遺伝子組換え食品（微生物）

の安全性評価基準案について関係者の相互理解を目的に、情報及び意見の交換を行う機会

を設けることとした。 

 

２ 開催内 容  

（１）日時及び開催地  
 

日付 時間 開催地 参加者数 

（関係者を除く）

平成20年5月20日(火) 14:00-16:15 東京都渋谷区 ５８名 

 

（２）プログラム 

①講演 

・「微生物と食品、そして遺伝子組換え技術について」 

正木 春彦（東京大学大学院農学生命科学研究科応用生命工学専攻分子育種学研  

      究室教授） 

・「遺伝子組換え食品（微生物）の安全性評価基準案作成の経緯」 

澤田 純一（食品安全委員会遺伝子組換え食品等専門調査会座長） 

・「遺伝子組換え食品（微生物）の安全性評価基準案の概要」             

五十君 靜信 (食品安全委員会遺伝子組換え食品等専門調査会専門委員） 
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②会場参加者との意見交換 

  進 行：小平 均（食品安全委員会事務局リスクコミュニケーション官） 

登壇者：正木 春彦  （東京大学大学院農学生命科学研究科応用生命工学専攻分子育

種学研究室教授） 

澤田 純一 （食品安全委員会遺伝子組換え食品等専門調査会座長） 

五十君 靜信（食品安全委員会遺伝子組換え食品等専門調査会専門委員） 

日野 明寛 （食品安全委員会事務局次長） 

 

（３）概要 

  遺伝子組換え食品（微生物）の安全性評価基準案の内容に入る前に、遺伝子組換え技

術と微生物及びそれを利用した食品についての基礎的な知識について東京大学の正木先

生から講演し、その後、遺伝子組換え食品（微生物）の安全性評価基準案について、作

成の経緯と概要を澤田座長と五十君専門委員から講演が行われた。その後、講演内容へ

の質問も含め、会場参加者との意見交換を行った。 

  その結果、遺伝子組換え食品（微生物）の安全性評価基準案の内容について直接的な

賛否意見は少なかったが、評価基準の内容の確認や考え方に関する意見が出され、評価

基準案についての理解の一助となったと考えられる。 

 

３ 意見交換時やアンケート自由記述内で出された主な意見等 

○ 具体的に申請の動きはあるのか。具体的にどんな食品に適用されるのか。 

○ 実質的同等性の審査で微量成分の含有の有無も含めてチェックするのか。 

○ 個別に追加される安全性評価の考え方をもう少し具体的に教えてほしい。 

○ 栄養素の組成の変化を新たに評価対象にする必要があるのか。 

○ 遺伝子を変えた微生物の識別は、今回の評価に含まれているか。抗生物質マーカーを

使用していないものはどれくらいあるか。人為的に変異をおこしたものがどのくらい

評価されているか。 

○ 組換え操作を施したことにより休眠遺伝子に影響が及び、有害物質が産生されるよう

になるということもあるではないか。有害な成分が、審査過程で発見できない程度発

生するということについて、どう考えるか。 

○ 植物と異なり微生物のターゲット技術の精度等について、日頃から情報発信し国民の

理解を得ていく重要性を感じた。 

○ 生きたままの徴生物の話をきちんと進めて欲しい。 

 

４ アンケートの結果（別紙参照） 
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開催日：2008年5月20日（火）

問１

①　性別
回答内容 件数 割合

１． 男性 36 76.6%
２． 女性 11 23.4%
無回答 0 0.0%

合　計 47 100.0%

② 　年齢

回答内容 件数 割合
１．２０歳未満 0 0.0%
２．２０歳代 1 2.1%
３．３０歳代 12 25.5%
４．４０歳代 16 34.1%
５．５０歳代 14 29.8%
６．６０歳代 3 6.4%
７．７０歳以上 1 2.1%
無回答 0 0.0%

合　計 47 100.0%

③　職業

回答内容 件数 割合
１．消費者団体（生活協同組合関係者 など） 1 2.1%
２．主婦、学生、無職 2 4.3%
３．畜産関係生産者 0 0.0%
４．水産関係生産者 0 0.0%
５．畜産･水産以外の生産者 0 0.0%
６．食品関連事業者・団体（加工、流通、販売 など） 25 53.2%
７．マスコミ（新聞記者、カメラマン など） 1 2.1%
８．行政（自治体職員、独立行政法人等職員 など） 12 25.5%
９．食品関連研究・教育機関（教員、研究職員 など） 3 6.4%
１０．その他 1 2.1%
無回答 2 4.3%

合　計 47 100.0%

その他
1
2

④　本日の意見交換会開催をどこでお知りになったか

回答内容 件数 割合
１．食品安全委員会のホームページ 19 40.5%
２．食品安全委員会からのご案内資料 4 8.5%
３．食品安全委員会メールマガジン（e-マガジン） 9 19.1%
４．関連団体からのご案内資料 6 12.7%
５．知人からの紹介 4 8.5%
６．その他 3 6.4%
無回答 2 4.3%

合　計 47 100.0%

公共団体
製造業

食品に関するリスクコミュニケーション（東京）
ー遺伝子組換え微生物を利用した食品の安全性評価基準案に関する意見交換会

アンケート集計結果

あなたご自身のことや食品の安全性に関するお考えについてお聞きします。

参加者数：　８７名　　　　回答数：　４７名　　　　回答率：　５４．０ %
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その他

回答内容 件数 割合
1．はじめて 26 55.4%

２．２回目 7 14.9%
３．３回目 2 4.3%
４．４回目 5 10.6%
５．５回以上 6 12.7%
無回答 1 2.1%

合　計 47 100.0%

回答内容 件数 割合
１．強くそう思う 35 74.5%
２．ややそう思う 8 16.9%
３．あまりそう思わない 1 2.1%
４．全くそう思わない 2 4.3%
５．わからない 0 0.0%
無回答 1 2.1%

合　計 47 100.0%

問2 本日の意見交換会についてお聞きします。

①本日の意見交換会に参加された目的

回答内容 件数 割合
１．遺伝子組換え微生物を利用した食品について、情報収
集をしたかったから。

16 34.1%

２．遺伝子組換え食品の安全性評価基準案について、内
容が知りたかったから。

7 14.9%

３．遺伝子組換え食品について、どのような施策がとられ
るのかを知りたかったから。

5 10.6%

４．遺伝子組換え食品の安全性評価基準案に対して、意
見を言いたかったから。

0 0.0%

５．意見募集に対して、意見提出のための情報収集をした
かったから。

1 2.1%

６．専門家と直接意見交換をしたかったから。 1 2.1%
７．他の参加者の考えや意見を聞きたかったから。 7 14.9%
８．国が行うリスクコミュニケーションの取組について知り
たかったから。

2 4.3%

９．その他 1 2.1%
無回答 7 14.9%

合　計 47 100.0%

９．その他
遺伝子組換微生物の安全性評価基準の情報

⑤　食品安全委員会が実施する意見交換会には、本日で何回目の参加となりますか。

上司から、案内して頂いた

⑥　国民の食生活を取り巻く変化や、食の安全に関する国際的な考え方におい
て、どんな食品にもリスクがあるという前提で食品行政においてリスク分析手法
が導入されています。あなたは「100％安全な食品はないこと」について、どう思
われますか。
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回答内容 件数 割合
１．充分満足した 35 74.5%

２．ほぼ満足した 8 16.9%

３．あまり満足できなかった 1 2.1%

４．まったく満足できなかった 2 4.3%

５．どちらでもない 0 0.0%

無回答 1 2.1%

合　計 47 100.0%

ａ　意見交換会開催時期

回答内容 件数 割合
１．とても適切だった 4 8.5%
２．適切だった 31 66.1%
３．あまり適切ではない 6 12.7%
４．全く適切ではない 6 12.7%
無回答 0 0.0%

合　計 47 100.0%

ｂ　開催方法（参加手続き・場所・所要時間）

回答内容 件数 割合
１．とても適切だった 3 6.4%
２．適切だった 35 74.5%
３．あまり適切ではない 5 10.6%
４．全く適切ではない 0 0.0%
無回答 4 8.5%

合　計 47 100.0%

c　配布資料
回答内容 件数 割合

１．とてもわかりやすかった 4 8.5%
２．わかりやすかった 36 76.6%
３．わかりにくかった 2 4.3%
４．全くわからなかった 0 0.0%
無回答 5 10.6%

合　計 47 100.0%

安全性評価基準案の説明が足りなかった。

③本日の意見交換会の進め方について伺います。会の全体の印象を通じて感じた印象
についてお聞かせ下さい

専門的な用語が多く使われていたが、用語だけでもまとめて解説があるとよかっ
た。質問の回答の時も目に見えるＰ．Ｐがあると聞きとりやすかったと思う

基本的なことを勉強しないで参加したので、よくわからなかった。こちらが悪い話
なので…

過激反対団体は来なかったが、一般の人がきいても今回の説明では満足できな
いでしょう

本日の意見交換会で満足できなかったとお考えになる点をお聞かせ下さい

具体的な対象物がないためピンとこない

基準案の説明時間が足りないと思った。

②上の質問でお答えいただいた目的に対して、本日の意見交換会はど
の程度満足できるものでしたか。

③”あまり満足できなかった””まったく満足できなかった””どちらでもない”と答えた方に伺います。
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d　専門家による講演

回答内容 件数 割合
１．とてもわかりやすかった 6 12.7%
２．わかりやすかった 31 66.1%
３．わかりにくかった 4 8.5%
４．全くわからなかった 0 0.0%
無回答 6 12.7%

合　計 47 100.0%

ｅ　意見交換時の応答

回答内容 件数 割合
１．とてもわかりやすかった 5 10.6%
２．わかりやすかった 31 66.1%
３．わかりにくかった 5 10.6%
４．全くわからなかった 0 0.0%
無回答 6 12.7%

合　計 47 100.0%

ｆ　意見交換会全体

回答内容 件数 割合
１．評価する 11 23.4%
２．おおむね評価する 29 61.7%
３．あまり評価しない 2 4.3%
４．全く評価しない 0 0.0%
無回答 5 10.6%

合　計 47 100.0%

問3

回答内容 件数 割合
１．よくわかった 7 14.9%
２．ほぼわかった。 27 57.5%

３．わかりにくかった 7 14.9%
４．全くわからなかった 0 0.0%
無回答 6 12.7%

合　計 47 100.0%

回答内容 件数 割合
１．よくわかった 6 12.7%

２．ほぼわかった。 32 68.2%

３．わかりにくかった 5 10.6%

４．全くわからなかった 0 0.0%

無回答 4 8.5%

合　計 47 100.0%

②食品安全委員会で検討している遺伝子組換え食品(微生物）の安全性評価基準案の
内容について、理解できましたか。

本日の意見交換会の内容について、それぞれあてはまるところを○で囲んでください
①遺伝子組換え微生物を利用した食品の利用可能性について、理解できましたか。
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問4

回答内容 件数 割合
１．とても明確になった 2 4.3%

２．ほぼ明確になった。 32 68.2%

３．明確にはならなかった 0 0.0%

４．さらにわからなくなった 0 0.0%

５．疑問に思うことや質問はなかった 5 10.6%

６．その他 0 0.0%

無回答 8 16.9%

合　計 47 100.0%

問5

問6

回答内容 件数

回答
者数
に対
する
割合

１．委員会、専門調査会の傍聴が可能なこと
　　（原則公開されていること）

２．食品安全委員会ホームページ（http://www.fsc.go.jp） 36 76.6%
３．食の安全ダイヤル（食品の安全性についての情報提
供やお問い合わせ、ご意見を受付ける窓口）

13 27.7%

４．食品安全委員会メールマガジン（e-マガジン） 22 46.8%
５．食品安全モニター制度 12 25.5%

６．季刊誌『食品安全』 18 38.3%

７．食品の安全性に関する用語集 16 34.1%

８．食品の安全性に関する政府広報 7 14.9%

９．その他 1 2.1%

無回答 9 19.1%

合　計 164

今日の意見交換会に参加される前に疑問に思っておられたことや質問したいことは、こ
の意見交換会で明確になりましたか？

今日の意見交換会では、説明が足りなかった、もっと聞きたかった、もっと議論すべき
だったことなどがありましたら、お書きください。

安全性評価基準案の概要、わかりにくかったです。具体的にどういうことを想定
しているのか、どういうことを指しているのかわからない。誤解がないように？な
のか厳密に記載している分、わかりにくいです

30 63.8%

生きたままの徴生物の話をきちんと進めて欲しい

自分は遺伝子に関する知識があまりないので、今日の意見交換会の内容を理
解できるかどうか不安でしたが、最後の意見交換で何とか理解できました。

もう少し具体的な食品等についてのイメージを話していただくと理解が深まると思
う

以下の食品安全委員会の取組みのうち、ご存知のものあるいは利用したことのあるもの
を全て選んで、○をつけてください。

消費者の疑問、ＧＭＯ食品に対する不安をもっと引き出す、聞き出す、そして発
言してもらう工夫が必要ではないか！

植物と異なり微生物のターゲット技術の精度等について、日頃から情報発信し国
民の理解を得ていく重要性を感じた。

質疑応答の時間をもっと取っても良いのでは？

正木先生のお話をもっと詳しく伺いたかった。・特に微生物が生きているとはどう
いう状態なのか？・流通の力とは、具体的にどういうことを指しているのか？ポジ
ティブ？ネガティブ？

ｇｒａｓなどもう少し一般向け説明を
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問7 上記で選択したものを含め、会全体を通してご意見やご感想がございましたらご記入ください
1

2

3

4

5

6

7

8

9 ＦＡＸで頂いた案内には「リスコミ」という言葉は入っていませんでした。この言葉に親しむ
ためにも入れた方がよいのでは…。「意見交換会」とは何か区別があるのかと思いまし
た。

本日のような企画・意見交換会を評価したい。諸先生方の御努力に敬意を表したい。正
しい科学的な事実、あるいは安全性基準の考え方や内容をあらゆる階層の人々に知ら
しめることは重要である。

講演の時間が不足して演者がとばしてしまうと、こちらも消化不良になりやすい、持時間
とのバランスを調整すると充実すると思います。非常に見ごとな司会・進行でした。

このような機会は貴重なので、是非同様の企画を行ってほしい。

今後も参加希望します。本日はありがとうございました。

ＧＭの不安はやはり食用作物です。ＭＯＮ８６３の件など、ｆａｃｔｓｈｅｅｔをつくるなどマスメ
ディアで話題になったものはきちんとフォローして国民に説明して下さい

司会の方が上手で、学ぶ点たくさんありました。

もう少し目につくような広報が必要と思います。

登録できたか、できなかったかの連絡がよくなかった。
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